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第1編 副作用について

動物實験と並んで人髄についてBCGの 再接種の

研究を行つた｡本 編ではその際起る副作用に關 し

て報告する｡

(1)研 究方法

BCG再 接種についての研究封象とした集團は

表に示 した｡ツ 反慮は2000倍 稀繹 「ツ」、48痔

間判 定 で 登 赤0～4mmを 陰性、5～9mmを 疑

陽性、10mn以 上を陽性 とした｡BCG接 種はす

べて上鷹皮内に行つた｡

(2)實 験成積

i)BCG接 種局所の反鷹の経過につv・ては大

凡2っ の段階を優別することが萬來 る｡第1はB

CG接 種後2日 頃を頂黙としてその後は次第に弱

まつて行 く、畿赤、硬結、水萢等を特徴 とする反
と

懸で恰度濃厚なツ液を以て したツ反慮のやうな感

一じを與へるものである｡(第1次 の反懸)第2は 接

種後20日 頃に現はれ る固有の攣化 で 硬 結、 膿

萢、潰瘍、痂皮等 を主な特徴 とする｡(第2次 の反

鷹)
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ii)初 接種後1年 で再接種 した第1集 團で、謝
ぐ

象をツ反鷹陰性父は、疑陽性のものとした場合に

は、同じツ反鷹を示す未接種者に初接種 した時と

比べてBCG接 種局所の反磨は強い(第1圖)｡然

し検査時に潰瘍を形成 していた ものの割合は、潰

瘍の最も多 く見 られた接種後20日 でも0.6%に

過ぎす｡そ れ も小さく淺V・もので、再接種施行上

問題になる程度のものではない｡

.iii)此の集團容 ツ反懸陽性の ものに再接種 した

時の接種局所の反磨は、自然感染陽性者への接種

の場合 と比べれば大攣に輕い｡(同上圖)｡・

また接種局所の反鷹の強さは初接種で も再接種

で も・接種時 厩 酬 艇 κ凋

のツ反慮の強 酔 弊 歓

さと平行の關 重 禰 日 一タ
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叉は疑陽性の ものへの再接種の時と

比べて飛躍的に強い｡從 つてBCG

によるツ陽性者への再接種は行ぽな

い方が よいが、然 し自然感染陽性者

への接種に於て も検査時に潰瘍 を獲

見された ものは膏々13%で 、それ ・

も絵 り大きな ものではな く、以上何

れの場合にも叢熱その他の一般症歌

を示す ものは見出されなか つ た の

で、これ を思へば場合によつてはB

CGに よるツ陽性者への再接種 を行

つて も差 し支へはない｡

iv)

メ〃

葡" 醐

袖
〆ρ

象

徳"
闘

ム 幽

尾

一

命" 陶喩q

4'

"

鐙婚
「
ρ一タ ト9〃 弗

歪艦

再鳶繍 の 舛 が脊 〃・
響il・凄袴 燈 驚Z7Sよ 弾 〃 フ ノ'Z

誘畿 鷲

BCG初 接種後60日 に於て再接種 した第

4集 團に於て も第2圖 の如 く前の場合 と殆んど同

様な成績 を得・た｡籍

v)第1集 團のヅ陰性叉は疑陽性の ものを100

倍 ツ液で再検査 したがBCG接 種局所の反癒は第

3岡 の如 く、10e倍 ツ反慮の強さに 大 凡 比 例す
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第3圖BCG接 種時 の100倍 「ツ」反 口 轟樽繍

懸 と接 種局所 の反懸(第 諜集 圃) 一圃 珍痔糊

る◎ 然 し100倍 ツで 比 較 的 強 く出 る もの に あ つて、

も、副 作 用 は 絵 り強 い もの で は な い か ら、2000倍

ツで反 鷹 の 弱 い もの を100倍 ツで 再検査 して 反懸

の 張 く娼 た もの にBCG接 種 を控 え る とい う こ と

は必 要 が ない｡
翻

笛2編BC〈}再 接種の致果 について

人燈へのBCG接 種の効果はツ反鷹の消長によ

り判定することが適當と考へ られるか ら本編では

前編の後を受けて此の立場か ら研究を進めた｡劉

象集團、實瞼方法は前編:て記載 した通 りである｡

(1)初 接種後1年 でのBCGli∫ 接種

(a)ツ 反慮陰性者叉は疑陽姓者への再接種

第1集 團では先づ接種後20日 にツ反慮を調べ

たが、此の時再接種群のツ反懸は封照の初接種に

BCGの 再接種 についての研 究封象
な
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第1表BCG接 種後の ツ反癒(第1集 團)

BCG再 接種:初 接種後1年 接種量:O・04ing

罫

ツ検 査の時

期(BC(凄接

種後 ツ検 査

迄の 日敷)
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比べて明かに強かつた(第1表)♂ 然しその後の5

3日 か ら334日 に到る期間のツ反鷹は雨者の闇に

差はなかつた｡ま た第2集 園ゼは接種後91日 以

上、第3集 團では同 じく82日 後、第6集 團では

53日 後にツ検査を行つたが、此の場合にもツ反
ノ

癒について初接種と再接種の聞に差は見られなか

つた｡

(h)ツ 陽性者への再接種

BCG初 接種後1年 を経ても尚ツ陽憧 を示す も

のへ再接種 を行 うと(第1集 團、第1表)ツ 陰性

者及び疑陽性者へ再接種 した場合 と比べて、その

後約1年 近 く迄すつと高陽性率を維持してV・た｡

即ちBCGに よるツ陽性者への再接種は有効であ

る｡然 し副作用の鮎を思V・合はせるならば一般tc

は行はない方が よいで＼あ らう｡

(2)初 接種後短期間に於ける再接種

(の 第5集 團でBCG初 接種後18日 に、そ

の半数にBCGの 再接種を行ひ、その後27日 に

ツ検査を行つたところ、ツ陽性牽は再接種 した も

の は763%で 再 接 腫 しな か つ た もの の55.0%に

ま さつ て い た｡
ノ

(b)第7集 團では初接種後28日 に再接種を

行ひ、封照として再接種 しない ものを残 したが、

その中には豫め2ク 所に初接種 したもの も含まれ

た(第2表)｡接 種後53日 及び177日 のツ検査に

よれば、再接種をした ものは、再接種 をしなかつ

た ものよりも高陽性率 を示 したが、豫 め2ク 所 に

初接種をして再接種を受け訟かつたものよ海 は劣

つていた｡

(c)第4集 團では初接種後60日 に再接種を

行つた(第3表)、 接種後28日 のツ桧 査によれば

再接種者の陽性率が最高で、封照の非再接種者の

陽性率は最低、1ケ 所又は2ケ 所(合 計2倍 量)

初接種者はその中闇であつた｡

以上によリツ陰性 又は疑陽性者へのBCG接 種

は、初接種と再接種 とを問はす、またその時期を

問はす有効であ リボ副作用 も殆んど無 い の だ か

ら、ためらうことな く行 うことが必要である｡
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第2表BC3接 種 後 の ツ反癒(第7集 團)

BCG再 接 種:初 接 種 後28日

接 種 量:0・02ハ}9(2ヶ 所接弟壁は会・せて0.04鵬9)

ツ 検 査 の 時 期(BCG接 種後ツtaff迄の日微)
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｡第3表BCG接 種 後 の ツ反 慮(第4集 團)

BCG再 接 種:初 接 種 後60日 、接 種 量;O、02m9(2'「b「f接 籠1ま1㌻せてo・04mg)

!恥

ツ検 査 の時 期(8CG接 睡縷ノ樵査迄の日緻)
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(3)第1集 團で2000倍 ツ陰性 叉は疑陽性の
ぜ

ものに封 してほ更に100倍 ツによる再検査を行つ

海(第4表)｡BCG接 種後20日 のツ反慮 を見 る

と、BCG接 種時に100倍 ツ反鷹の強かつた もの

程、初接種 と再接種とを問はす、その後のジ陽韓

牽が高 く、接種時100倍 ツ反態の強さがその後の

ツ陽輔に影響を與へていることは明かであつた｡

帥ち100倍 ソ反慮は2000倍 ツ反慮よ のも〔盛の

細かいアレルギーの物さしとしての意味を持つて

いる｡然 し100倍 ツで比較的強い反慮を示 した も

の もBCG接 種による副作用は少ないものだ し、

このや うな冤疫は早晩淘失す るものであるか ら實
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第4表BCG接 種時 ユ00倍 ツ反鷹

の張 さとBCG接 種後の ツ

反懸陽性率_

)%ツ峯倍性0鄭陽oo@

種接初
ーー種接再

'9

'6

路

潟

2

」

溶

瀦

5

β

潟

盆324368738588田8887849393

-

1

～
ー

ー

ー
…

ー

淳

浸

5

5

刃

3

謬

潟

ゆ

②

」

£738283535630356768887788卍ー

敷者検被

種接初

0

4

0

9

8

4

5

8

7

1

6

900597858婆0953212コー22

種接再

ー
-
華ー

き

ー

…

ーー

5

0

9

8

5

1

1

4

2

2

9

343894388742ーコ■

灘掴 4

9

4

4

9

4

4

9

4一jT-

二

二

=

=

=

=050565050505一-唖■-一i-一」

の

接

検
日査Gッの

繍繊

欝
'鮭り

3

3

蹄253'-

際上100倍 ツでBCG接 種封象を選探することは

宜しくない｡

(4)第1集 團に於て初接種後2ク 月、3ク 月

4ヶ 月の2乃 至3回 のツ検査に毎同陰性又は疑陽

性であつた47名 の再接種後のツ陽韓状況 を見る

と、これは一般再接種者 と全 く攣 りな く、素質的

にBCGに より陽轄し難いものの存在は實際上に

は問題としないでよ㍉(｡噸

(5)再 接種後のツ反鷹陽性者中の硬結燭知率

又は二重獲赤形成率は、初接種後の場合と殆んど
un同様で接種後5ヶ 月乃至孚年 を過ぎて尚ツ槍査で

硬結又は、二重蛮赤 を示す ものは自然感染者と見

なしてよい｡

絡 わに御指導を賜つた野邊地博士及び柳裡 博士

に深い感謝を捧げる｡(文 献省略)
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